
  

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ね ら い 
県内の各社会福祉施設等における利用者に対するサービス向上及びＱＯＬ向上に向けた

取組や創意工夫、地域の福祉増進に向けた実践発表に触れ、福祉保健各分野の活動の現況

への相互理解を深めるとともに、よりよい福祉サービス提供の推進につないでいくことを

目的とします。 

２ 発表テーマ 
「その人らしさを支える専門職としての取り組み」 

３ 実施機関 
秋田県の委託を受け社会福祉法人秋田県社会福祉協議会が実施します。 

４ 参加対象 
社会福祉施設、介護保険事業者、社会福祉協議会等の役職員 

５ 参加定員 
  １００名 

６ 研修会場 
  秋田県社会福祉会館 10階 大会議室 

  〒010-0922 秋田市旭北栄町１番５号 

７ 受 講 料 
  ３，０００円 

８ 日    程 
  令和６年１２月１０日（火） 

９ 会  場 
  秋田県社会福祉会館 １０階大会議室 

秋田市旭北栄町１－５ TEL 018-864-2775（主催者連絡先） 

10 申込受付期間 
  令和６年１１月１１日（月）～ １１月２２日（金） 

  上記申込期間中に「研修受付システム」よりお申込みください。 

11 留意事項 
（1） 新型コロナウイルス等の感染症対策 

本会が実施する福祉保健研修は、感染症に対する重症化リスクが高い福祉サービス利

用者への援助職者を対象としているものです。新型コロナウイルス等の感染症予防の観

点から、研修会場内でのマスク着用を求めます。 

（2） 申込受付 

受付期間内で定員の範囲内において先着順とします。申込受付期間内であっても、定

員に達した場合は申込受付を締め切りますので、あらかじめ御了承ください。受講の可

否は１１月２９日（金）までにメールで連絡します。 
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（3） 研修カード 

全日程の受講を要件として修了証明をしますので、研修カードをお持ちの方は、当日

御用意ください。お持ちでない方は、受付時にお申し出ください。 

（4） 駐 車 場 

会場となる秋田県社会福祉会館の駐車場は、当研修受講者の駐車を保証するものでは

ありません。本会ＨＰ〔研修情報＞研修一覧（駐車場のご案内）〕から、秋田県社会福

祉会館駐車場図、周辺駐車場地図を御確認ください。 

（5） 昼  食 

受講者各自で準備願います。なお、別添業者による当日の弁当注文の受付が利用でき

ます。（館内のレストランは令和６年２月末で閉店しました。） 

（6） 空  調 

秋田県社会福祉会館の空調運転は、環境への配慮及び省エネルギーを心がけておりま

す。受講者は研修開催時期の気候に応じ寒暖等が調整できる服装で御協力ください。 

（7） そ の 他 

感染症等の発生状況によっては、研修を延期・中止する場合があります。開催に関し

て変更があった場合は、別途連絡します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜申し込み・問い合わせ先＞ 

社会福祉法人 秋田県社会福祉協議会 

施設振興・人材・研修部 研修担当／黒川・佐藤（一） 

〒010-0922 秋田市旭北栄町１－５ 秋田県社会福祉会館７階 

TEL 018－864－2775  FAX 018－864－2840 



【 日 程 表 】 
 

 

日   時 研 修 科 目  ・ 講 師 

１２ 

／ 

１０ 

(火) 

  9:30～10:15   受 付 

 10:15～10:30   オリエンテーション 

 10:30～12:00 
  実践発表 

（別紙、実践発表テーマ一覧を参照ください。） 

 12:00～13:00 昼食・休憩 

13:00～15:00 

講 演  

 

「福祉職員に求められる福祉実践」 

 
 

講 師：東北福祉大学 総合福祉学部 

教授  田 中  尚 氏 

15:00～   閉会（アンケート記入他） 

 

  



 

 

 

 

【実践発表テーマ一覧】 

№ 施 設 名 発 表 者 
発 表 テ ー マ 

概    略 

１ ナーシングホーム城南 
大山 貴裕 
（ｵｵﾔﾏ ﾖｼﾋﾛ） 

『ナーシングホーム看護師として疾患を診るので
はなく人を看る心得』 
～お別れのその時までお支えする覚悟と取組み～ 

① ナーシングホーム城南の紹介 
② 日常支援の取り組み 
③ ご入居事例の紹介 
④ 医療対応力が求められる理由 
⑤ 活動方針 
⑥ おさらい 

２ 

特定非営利活動法人 
にこっと秋田 
 

多機能型ケアベース 
 にのに 

≪発表者≫ 
介護福祉士佐々
木 里佳 
（ｻｻｷ ﾘｶ） 
 
≪共同研究者≫ 
生活支援員 
齊藤 百音 

（ｻｲﾄｳ ﾓﾓﾈ） 
保育士 
笹原 淳子 

（ｻｻﾊﾗ ｼﾞｭﾝｺ） 

めんこさん達の心が動く音楽療法 

私たちの施設の利用者さんは、重度心身障害児
者で、意思と感情があってもうまく伝えられない
ため、令和２年６月から音楽療法を通して、意思
と感情を引き出す方法の一つとして始めました。 
音楽療法の先生との話し合いを重ね、活動を通

しての反応を見ながらアプローチしてきました。 
これまでの経過と変化、今後の音楽療法につい

てお話ししたい。 

３ 秋田赤十字乳児院 
水澤 美樹 
（ﾐｽﾞｻﾜ ﾐｷ） 

子どもの輝く笑顔と未来のために（仮称） 

乳児院は、様々な事情で家庭で養育できない０
歳からおおむね２歳までの乳幼児を養育する児童
福祉施設です。「家庭的養育」の理念の下で、子
どもたちの笑顔と幸せを願い、安心して成長でき
る養育環境づくりや、家庭で愛情を持って育てて
くださる「里親」さんへつなぐ役割・活動につい
て発表します（予定）。 

 

≪発表時間 １テーマ３０分≫ 

（時間配分の目安：発表２０分以内、質疑応答・講師講評５分、発表前後の準備５分） 

福祉実践２０２４ in あきた 


